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茨 城 県 出 先 事 務 所  成 績 優 秀 な 管 内 を 代 表 す る 技 術 者 紹 介 広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部

令 和 5 年 度 優 秀 建 設 技 術 者 表 彰
～ 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 に 大 き な 貢 献 ～

茨 城 県 県 北 農 林 事 務 所 長 受 賞

　 令 和 ５ 年 度 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰 を 受 賞 さ れ ま し た 方 々 に 、 心 よ り お 祝 い を 申 し 上 げ

ま す 。

　 今 回 受 賞 さ れ ま し た 皆 様 方 は 、 令 和 ４ 年 度 に 完 成 し た 工 事 の 中 で 、 施 工 、 品 質 、 出 来 映 え な ど に

お い て 特 に 優 れ た 成 績 を 挙 げ ら れ た 技 術 者 で ご ざ い ま す 。

　 土 地 改 良 工 事 は 、 農 業 者 の 財 産 で あ る 農 地 を 扱 う と い う 特 殊 性 が あ り ま す が 、 設 計 図 書 に 基 づ く

施 工 は も と よ り 、 円 滑 な 地 元 調 整 に 努 め な が ら 工 事 を 完 成 さ せ た こ と は 、 熱 意 と 高 い 技 術 力 の 賜 物

で あ り 、 深 く 敬 意 を 表 す る も の で あ り ま す 。

　 皆 様 方 に は 、 今 後 と も 技 術 の 研 鑽 に 努 め ら れ ま す と と も に 、 ま す ま す ご 活 躍 さ れ ま す こ と を ご 祈

念 申 し 上 げ ま す 。

ご あ い さ つ
県 北 農 林 事 務 所

所 長 　 大 高 　 幹 夫

■ 県 北 農 林 事 務 所 表 彰 （ 高 萩 土 地 改 良 事 務 所 ）

［ 工 事 名 ］ 5 0 3 － 3 3 0 3 － 1 Ａ 一 般 農 道 整 備 事 業 関 南 ４ 期 地 区 第 2 0 工
区 道 路 工 事

代 表 取 締 役  千 　 葉 　 和 　 弘

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 　 齊 　 藤 　 慎 　 弥

〒 3 1 9 － 1 5 3 2 　 茨 城 県 北 茨 城 市 華 川 町 上 小 津 田  1 3 2 6 － 1 0

T E L 0 2 9 3 － 4 2 － 1 0 3 6

F A X 0 2 9 3 － 4 2 － 1 0 6 1

千 葉 工 務 店株 式 会 社

特 定 建 設 業

■ 県 北 農 林 事 務 所 表 彰

受 賞 者 ： 監 理 技 術 者 　 寺 　 門 　 力 　 也

～ 自 然 と 人 を 考 え 、 そ し て 、 地 域 へ ～

代 表 取 締 役 社 長 梅 　 原 　 基 　 弘

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ４ － ７ ４ － ２ １ ６ ６

h t t p s: / / w w w. u m e h a r a - k. c o.j p

茨 城 県 常 陸 太 田 市 小 目 町 5 1 7本 　 社 ：

［ 工 事 名 ］ 5 0 4 － 2 1 0 4 － 1 Ａ ・ 5 0 4 － 2 1 0 4 － 0 Ａ 合 併 経 営 体 育 成
基 盤 整 備 事 業 小 目 地 区 暗 渠 排 水 ・ 幹 線 排 水 路 工 事

■ 県 北 農 林 事 務 所 表 彰

［ 工 事 名 ］ 5 0 4 － 2 1 1 4 － 1 Ａ 基 幹 水 利 施 設 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 事
業 辰 ノ 口 堰 地 区 第 7 工 区 辰 ノ 口 用 水 路 補 修 工 事

代 表 取 締 役  瀧 　 　 　 文 　 雄

受 賞 者 ： 主 任 技 術 者 　 髙 　 橋 　 　 　 栄

〒 3 1 9 － 2 2 0 4 　 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 富 岡  1 9 1

T E L 0 2 9 5 － 5 2 － 0 1 6 1

F A X 0 2 9 5 － 5 2 － 0 5 2 1

瀧 工 務 店株 式
会 社

農 業 者 の 財 産 を 高 い 技 術 力 で 施 工

優 秀 な 技 術 を も っ て

農 業 農 村 整 備 を 推 進

日 時 ： 令 和 6 年 1 月 1 9 日 （ 金 ）

場 所 ： 常 陸 太 田 合 同 庁 舎 大 会 議 室

㈱ 千 葉 工 務 店

齊 藤 　 慎 弥 氏

㈱ 瀧 工 務 店

髙 橋 　 栄 氏

㈱ 梅 原 工 務 店

寺 門 　 力 也 氏

　
県 建 設 業 協 会 太 田 支 部

（ 瀬 谷 實 支 部 長 ） は こ の ほど 、 ２ ０ ２ ４ 年 新 年 賀 詞 交歓 会 を 水 戸 市 の 割 烹 い づ みで 開 催 し た 。 来 賓 と し て 、県 建 設 業 協 会 の 石 津 健 光 会長 （

写 真 中 央

） や 東 日 本 建

設 業 保 証 ㈱ の 松 本 尚 佳 茨 城支 店 長 （

写 真 左

） な ど が 出

席 。 参 加 者 約

2 0人 は 和 や か

に 歓 談 し た 。　
冒 頭 、 梅 原 基 弘 副 支 部 長

（
写 真 右

） が あ い さ つ に 立

ち 「 ４ 月 か ら 時 間 外 労 働 の上 限 規 制 が 適 応 と な り 、 完 　
表 彰 式 に 先 立 ち 、 大 高 所

長 は 「 皆 さ ま の 高 い 技 術 力と 調 整 力 を 発 揮 し 、 円 滑 かつ 的 確 に 工 事 を 遂 行 し て くだ さ っ た こ と に 感 謝 を 申 し

全 週 休 二 日 制 の 実 現 な ど さま ざ ま な 課 題 を 抱 え て いる 。 支 部 員 の 皆 さ ま に は 社内 の 体 制 整 備 を 進 め 、 働 き方 改 革 に 対 応 で き る 一 年 にし て い た だ き た い 」 と 呼 びか け 、  「 安 心 安 全 な ま ち づく り に 貢 献 し 、 防 災 ・ 減 災の 一 翼 を 担 え る 地 域 の 担 い手 と し て 活 躍 で き る こ と を目 標 に し て い く 」 と 締 め くく っ た 。　
来 賓 あ い さ つ と し て 石 津

会 長 は 、 昨 年 ９ 月 に 発 生し た 台 風

1 3号 へ の 太 田 支 部

の 対 応 の 早 さ に 感 謝 を 述 べ「 我 々 建 設 業 は 地 域 に 頼 れる 業 界 で あ り た い 。 い つ 、ど こ で 起 き る か 分 か ら な い 上 げ る 」 と あ い さ つ 。 ま た「 今 後 も こ れ ま で 培 っ て きた 経 験 や 優 れ た 指 導 力 を 発揮 し 、 後 進 育 成 や 地 域 の 農業 振 興 に ご 尽 力 い た だ け れば 」 と 呼 び か け た 。　
来 賓 あ い さ つ で 大 藤 支 部

長 は 「 土 地 改 良 事 業 は 、 農業 経 営 の 基 盤 整 備 に と っ て重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。農 家 や 地 域 の 皆 さ ま に 喜 んで い た だ け る よ う 、 よ り よい 施 行 を 進 め て い た だ き たい 」 と 祝 辞 を 述 べ た 。　
受 賞 者 を 代 表 し て ㈱ 瀧 工

務 店 の 髙 橋 栄 氏 が 「 本 日 の受 賞 を 契 機 に 技 術 の 研 さ ん

と い う 側 面 か ら 、 建 設 企 業の 皆 さ ま を 支 え て い く 。 本年 も よ ろ し く お 願 い い た しま す 」 と あ い さ つ し た 。　
そ の 後 は 井 坂 陽 介 副 支 部

長 の 発 声 で 乾 杯 。 和 や か に歓 談 し た 。団 地 西 側 進 入 路 ） に 伴 う 長者 山 遺 跡 の 記 録 保 存 の た めの 調 査 。 場 所 は 下 君 山 字 山王 台 ３ ３ １ ０

－ ２ ほ か 。

　
調 査 区 は 市 道 （ 江 ） １

－

2 2号 線 整 備 工 事 （ 稲 敷 工 業
団 地 西 側 進 入 路 ） に お け る範 囲 で 、 調 査 面 積 は

9 6㎡ 。

　
調 査 期 間 は 、 発 掘 作 業 が

２ 月

1 3日 ～

2 6日 。 整 理 作 業

が ２ 月

2 7日 ～ ３ 月

1 8日 。

現 場 の 働 き 方 改 革 及 び 事 故防 止 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 解説 を 行 っ た 。　
受 賞 者 は 次 の と お り （ 敬

称 略 ）  。  ［ ■ 技 術 者 名 （ 会 社名 ） ＝ 工 事 番 号 ・ 事 業 名 ・地 区 名 ・ 工 事 名 ］　 【 県 北 農 林 事 務 所 土 地 改良 部 門 管 内 】　
■ 髙 橋 栄 （ ㈱ 瀧 工 務 店 ）

＝ ５ ０ ４

－

２ １ １ ４

－

１

Ａ ・ 基 幹 水 利 施 設 ス ト ッ クマ ネ ジ メ ン ト 事 業 ・ 辰 ノ 口堰 地 区 ・ 第 ７ 工 区 辰 ノ 口 用水 路 補 修 工 事　
■ 寺 門 力 也 （ ㈱ 梅 原 工

務 店 ） ＝ ５ ０ ４

－ ２ １ ０ ４

－ １ Ａ ・ 経 営 体 育 成 基 盤 整
備 事 業 ・ 小 目 地 区 ・ 暗 渠 排水 ・ 幹 線 排 水 路 工 事　

■ 新 江 龍 一 （ 珂 北 開 発
㈱ ） ＝ ５ ０ ４

－ ２ １ １ ４

－

１ Ｂ ・ 基 幹 水 利 施 設 ス ト ック マ ネ ジ メ ン ト 事 業 ・ 辰 ノ口 堰 地 区 ・ 第 ８ 工 区 辰 ノ 口用 水 路 補 修 工 事　 【 県 北 農 林 事 務 所 高 萩 土地 改 良 事 務 所 管 内 】　
■ 齊 藤 慎 弥 （ ㈱ 千 葉 工 務

店 ） ＝ ５ ０ ３

－ ３ ３ ０ ３

－

１ Ａ ・ 一 般 農 道 整 備 事 業 ・関 南 ４ 期 地 区 ・ 第

2 0工 区 道

路 工 事

災 害 に 対 応 す る た め に は 、仕 事 を 継 続 し て い く 責 任 があ る 。 安 心 安 全 を 守 る と いう 共 通 意 識 を も ち な が ら 、今 後 も 皆 さ ま と 協 議 を 重 ねて い き た い 」 と 述 べ た 。　
松 本 支 店 長 は 「 保 証 会 社

　
稲 敷 市 は 、 稲 敷 工 業 団 地

西 側 進 入 路 の 発 掘 調 査 業 務に 着 手 す る 。

2 9日 に 指 名 競

争 入 札 を 執 行 し 、 ㈲ 毛 野 考古 学 研 究 所 が 落 札 し た 。　
こ れ は 、 市 道 （ 江 ） １

－

2 2号 線 整 備 工 事 （ 稲 敷 工 業
に 努 力 を 重 ね 、 公 共 事 業 の担 い 手 と し て 尽 力 す る 所存 」 と 謝 辞 を 献 じ た 。　

経 過 報 告 に よ る と 、 審 査
は

2 2年 度 に 完 成 し た 請 負 額

５ ０ ０ 万 円 以 上 の 工 事 （

1 2

件 ） を 対 象 に 実 施 。　
出 来 映 え 以 外 に 、 ◇ 技 術

力 や 創 意 工 夫 、 地 域 へ の 貢献 を 評 価 で き 、 施 工 管 理 が良 好 で 他 の 模 範 と な る こ と◇ 作 業 の 安 全 が 確 保 さ れ てい る こ と ◇ 近 隣 住 民 へ の 配慮 が 適 切 で あ る こ と ◇ 優 秀な 成 績 で 工 事 を 完 成 さ せ たこ と （ 施 工 体 制 ・ 状 況 、 出来 形 、 品 質 等 ）

－ な ど の 視

点 か ら 総 合 的 に 評 価 し 、 受賞 者 を 選 考 し た 。　
な お 、 表 彰 式 終 了 後 に は

研 修 会 を 実 施 。 県 県 北 農 林事 務 所 土 地 改 良 部 門 の 生 田目 正 則 検 査 監 が 工 事 施 工 にお け る 留 意 点 に つ い て 、 水戸 労 働 基 準 監 督 署 の 岡 崎 圭第 三 方 面 主 任 監 督 官 が 工 事

　
県 県 北 農 林 事 務 所 （ 大 高 幹 夫 所 長 ＝

写 真 右

） は

1 9日 、 常 陸 太 田 合 同 庁 舎 大 会 議 室 で ２ ０ ２ ３ 年 度
の 県 営 土 地 改 良 工 事 施 工 技 術 者 表 彰 式 を 挙 行 した 。 来 賓 と し て 県 建 設 業 協 会 大 子 支 部 の 大 藤 博 文支 部 長 （

写 真 左

）  、 常 陸 大 宮 支 部 の 髙 野 潔 支 部 長 、

太 田 支 部 の 梅 原 基 弘 副 支 部 長 、 高 萩 支 部 の 秋 山 光伯 支 部 長 が 出 席 す る 中 、 受 賞 者 ４ 人 に 表 彰 状 を 贈呈 し た 。

▲ 約 2 0 人 が 参 加 。 和 や か に 歓 談 し た

県 北 農 林

施 工 優 秀 な ４ 人 に 栄 誉施 工 優 秀 な ４ 人 に 栄 誉
高 い 技 術 力 と 調 整 力 発 揮

施 工 優 秀 な ４ 人 に 栄 誉施 工 優 秀 な ４ 人 に 栄 誉

働 き 方 改 革 の 対 応 も 呼 び か け

地 域 の 担 い 手 へ 活 躍 誓 う

茨 建 協 太 田 支 部 ／ 新 年 賀 詞 交 歓 会

工 業 団 地 西 側 で進 入 路 発 掘 調 査

《
稲 敷 市

》


